






Clinical Investigation of Temporomandibular Arthrosis 
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病悩期間 30日未満 30～90日未満 90～180日未満 180日以上
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している．また病悩期間が1ヶ月以上におよぶIH
b型症例では，非開放性関節外科治療の適応が増
加していた．この結果は病悩期間の長い皿b型症
例の患者では，初診時に非開放性関節外科治療の
適応もあり得ることを説明する必要があることを
示している．
結 語
　1993年1月から1997年12月までに当科で加療し
た顎関節症患者，453症例について臨床的検討を
行った．
　1）顎関節症患者数の初診患者総数に占める割
合は漸増傾向にあった．
　2）性別では，男性1：女性2．5と女性に多く
発症していた．男女とも皿a型の症例が多かっ
た．
　3）皿b型の病悩期間1ヶ月未満の症例は保存
的治療のみで治癒したが，1ヶ月以上の症例では
非開放性関節外科治療の適応症例が増加した．
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